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三
月
二
十
六
日（
金
）午
後
二
時
、

第
三
十
三
回
介
護
福
祉
士
国
家
試
験

の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
本
校
受
験
者
は
十
四

名
。
う
ち
十
三
名
が
合
格
し
ま
し

た
。
前
回
の
全
員
合
格
を
受
け
、「
今

回
も
！
」と
生
徒
職
員
一
丸
と
な
っ

て
国
家
試
験
に
備
え
て
い
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
一
名
が
あ
と
一
歩

…
と
い
う
と
こ
ろ
で
不
合
格
と
な
り

ま
し
た
。
結
果
、
本
校
の
国
家
試
験

合
格
率
は
九
十
二
・
九
％
。
全
国
の

合
格
率
が
七
十
一
・
〇
％
、
福
祉
系

高
等
学
校
全
体
の
平
均
合
格
率
が
八

十
一
・
五
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
み
れ

ば
、
全
国
で
も
高
い
合
格
率
を
維
持

し
て
い
る
と
は
い
え
、
や
は
り
希
望

を
叶
え
ら
れ
ず
卒
業
し
て
い
く
生
徒

が
い
た
こ
と
は
、
心
が
痛
む
結
果
だ

っ
た
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
中
、
国
家
試
験
に
再
挑
戦

し
て
い
た
以
前
の
卒
業
生
か
ら
合
格

の
報
が
届
い
た
こ
と
は
僥
倖
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
今
回
合
格
で
き
な
か

っ
た
卒
業
生
も
、
再
挑
戦
し
た
際
に

は
、
き
っ
と
合
格
し
て
く
れ
る
と
期

待
し
ま
す
。

　

さ
て
、
年
度
が
変
わ
り
令
和
三
年

度
。
新
三
年
生
は
十
九
名
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
例
年
通
り
の
授
業
・
実
習

体
制
を
と
れ
な
い
中
で
迎
え
る
卒

業
年
度
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

保
護
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

医
療
福
祉
科
全
職
員
で
、
受
験
生

全
員
が
合
格
で
き
る
よ
う
支
え
て

い
き
ま
す
。

　

第
一
一
〇
回
看
護
師
国
家
試
験

の
合
格
発
表
が
三
月
二
六
日（
金
）

に
あ
り
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
看

護
師
養
成
五
年
一
貫
教
育
へ
移
行

後
の
十
五
期
生
と
し
て
、
八
十
名

が
受
験
し
ま
し
た
。
全
国
の
合
格

率
が
九
十
・
四
％
の
中
、
本
校
は

九
六
・
三
％
の
合
格
率
と
な
り
ま

し
た
。

　

全
員
合
格
を
目
指
し
て
国
家
試

験
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、
〇
限

や
八
限
・
九
限
、
休
暇
期
間
を
利

用
し
た
国
家
試
験
対
策
講
座
へ
の

参
加
や
、
校
内
・
校
外
の
ゼ
ミ
へ

の
積
極
的
参
加
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

看
護
学
科
職
員
全
員
が「
全
員

合
格
」を
合
い
言
葉
に
、
今
年
度

も
四
月
八
日
か
ら
補
習
授
業
を
実

施
し
、
臨
地
実
習
と
並
行
し
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
る
生
徒
を
支
え
て

い
ま
す
。

特
進
課
程
か
ら
三
名（
公
務
員
受

験
・
医
療
系（
看
護
、
歯
科
衛
生
、

理
学
療
法
、
作
業
療
法
な
ど
）・

美
容
・
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
）の
合

計
八
十
六
名
が
進
学
し
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
入
学
以
来
、
一
年
次

か
ら
段
階
的
に
進
路
指
導
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

医
療
福
祉
科
と
看
護
学
科
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
臨
地
・
施

設
・
介
護
実
習
）が
実
施
で
き
ず
、

校
内
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
例
年
行
っ
て
い
る
進
路
ガ
イ

ダ
ン
ス
や
外
部
講
師
に
よ
る
マ
ナ

ー
指
導
な
ど
も
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
就
職
希
望
者
の
全
員

内
定
に
向
け
て
、
本
校
職
員
総
力

を
あ
げ
て
指
導
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力

が
実
り
、
看
護
師
七
十
九
名（
専

門
課
程
）、
福
祉
介
護
職
十
四
名

（
医
療
福
祉
科
）、
運
送
・
製
造
・

警
備
・
飲
食
・
販
売
・
介
護
な
ど

十
六
名（
普
通
・
教
養
課
程
、
看

護
学
科
基
礎
課
程
）、
公
務
員
四

名（
消
防
二
名
・
自
衛
隊
二
名
）（
普

通
・
教
養
課
程
）の
就
職
内
定
が

決
ま
り
ま
し
た
。

●
大
学
・
短
期
大
学

　

令
和
三
年
三
月
現
在
に
お
い
て
、

大
学
・
短
大
合
格
者
数
は
特
進
課

程
八
十
三
名
、
教
養
課
程
二
十
三

名
、
普
通
課
程
七
名
、
看
護
学
科

専
門
課
程
一
名
、
合
計
一
一
四
名

と
な
り
ま
す
。
主
な
合
格
大
学
は
、

大
阪
大
学
一
名
、
九
州
大
学
二
名
、

九
州
工
業
大
学
一
名
、
熊
本
大
学

三
名
、
宮
崎
大
学
一
名
、
鹿
児
島

大
学
七
名
、
日
本
大
学
一
名
、
同

志
社
大
学
二
名
、
立
命
館
大
学
一

名
、
近
畿
大
学
一
名
、
福
岡
大
学

四
名
な
ど
で
す
。
課
程
ご
と
の
合

格
大
学
お
よ
び
合
格
者
数
の
詳
細

は
左
の
一
覧
表
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
専
修
学
校（
各
種
学
校
を
含
む
）

　

専
修
学
校
を
選
択
す
る
生
徒
は
、

就
職
に
直
結
す
る
資
格
や
技
能
の

習
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
選
択

に
あ
た
り
、
国
家
試
験
等
合
格
率

や
就
職
先
な
ど
が
注
目
す
べ
き
項

目
で
す
。
本
年
は
看
護
学
科
基
礎

課
程
か
ら
五
十
二
名（
本
校
専
門

課
程
）、
普
通
科
普
通
課
程
か
ら

二
十
名
、
教
養
課
程
か
ら
十
一
名
、

努
力
の
成
果

努
力
の
成
果

進
学
状
況

就
職
状
況

介
護
福
祉
士

　

 

国
家
試
験
概
況

看
護
師
国
家
試
験
概
況

国公立･準大学
合
計

大阪大 1名九州大 2名
九工大 1名熊本大 3名
宮崎大 1名鹿児島大 7名など 19名合格

　

障
害
者
、
子
供
、
性
的
少

数
者
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人

が
生
き
や
す
い
世
の
中
を
作

っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は

過
去
に
読
ん
だ
も
の
や
世
界

の
動
向
か
ら
の
影
響
も
あ
る

の
だ
が
、
こ
こ
数
年
の
私
自

身
の
環
境
の
変
化
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
障
害
を
持

つ
子
の
親
と
な
り
、
あ
る
意
味
当
事
者

に
な
っ
た
か
ら
だ
。
▼
遡
る
こ
と
二

年
前
、
私
は
本
校
の
入
学
式
を
後
ろ
か

ら
見
て
い
て
、
不
意
に
落
涙
し
て
し
ま

っ
た
。
卒
業
式
な
ら
と
も
か
く
入
学
式

で
涙
を
流
す
と
は
、
自
分
で
も
全
く
予

想
外
だ
っ
た
。「
み
ん
な
数
々
の
苦
難
を

乗
り
越
え
て
今
こ
こ
に
い
る
の
だ
」と

い
う
思
い
が
脳
裏
を
よ
ぎ
り
、
新
入
生

や
保
護
者
の
歩
ん
で
き
た
道
の
り
を
想

像
し
、
私
は
感
涙
に
咽
ん
で
い
た
の

だ
。
傍
目
に
は
さ
ぞ
情
緒
不
安
定
な
教

員
に
見
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
▼
こ
の
と

き
私
は
、
生
後
一
年
半
に
し
て
よ
う
や

く
、
ダ
ウ
ン
症
の
合
併
症
の
た
め
長
い

闘
病
生
活
を
終
え
た
わ
が
子
と
一
緒
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

こ
と
が
私
の
涙
腺
を
緩
ま
せ
て
い
た
の

だ
。
▼
我
な
が
ら
単
純
だ
と
は
思
う
が
、

息
子
が
生
ま
れ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、

生
徒
に
対
し
て
一
種
の
親
心
を
強
く
感

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
こ
れ

か
ら
巣
立
っ
て
い
く
生
徒
た
ち
の
た
め
、

誰
も
が
自
由
に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な

っ
た
。
▼
鹿
児
島
市
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な

ど
性
的
少
数
者
の
カ
ッ
プ
ル
を
公
的
に

認
め
る「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
」の
導
入
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
だ
。

現
在
、
全
国
四
十
七
の
自
治
体
が
こ
の

制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
鹿
児
島
市
の

動
き
も
、
時
代
の
趨
勢
に
合
っ
た
も
の

だ
と
い
え
よ
う
。
本
校
も
性
的
少
数
者

へ
の
配
慮
の
た
め
服
装
規
定
の
改
定
な

ど
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
私
は

こ
れ
を
と
て
も
好
ま
し
い
動
き
だ
と
考

え
て
い
る
。
▼
昨
今
は
ほ
か
に
も
性
別

に
関
す
る
意
識
の
変
化
を
感
じ
る
場
面

が
多
く
、
た
と
え
ば
私
の
敬
愛
す
る
音

楽
家
の
星
野
源
は
、
紅
白
歌
合
戦
に
ピ

ン
ク
色
の
服
で
出
場
し
て
い
る
。
以
前

星
野
は「
こ
れ
か
ら
の
紅
白
は
紅
組
も

白
組
も
性
別
関
係
な
く
混
合
チ
ー
ム
で

い
け
ば
い
い
と
思
う
」と
発
言
し
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
意
図
か
ら
、
紅
白
を

混
ぜ
た
ピ
ン
ク
色
の
服
を
着
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
。
▼
そ
ん
な
わ
け
で
、
大
袈

裟
に
言
え
ば
社
会
変
革
の
た
め
の
ひ
と

つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
私
は
ピ
ン

ク
色
の
車
に
乗
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ

は
も
っ
と
自
由
で
あ
っ
て
い
い
は
ず
だ
。

（
川
口　

大
輝
）

紫　尾　嶺紫　尾　嶺

令和２年度 大学合格実績

特 進 課 程
大　　　学

富 山 大 学
大 阪 大 学
九 州 大 学
九 州 工 業 大 学
熊 本 大 学
宮 崎 大 学
鹿 児 島 大 学
琉 球 大 学
福 岡 県 立 大 学
沖縄県立芸術大学
北 里 大 学
東 京 農 業 大 学
南 山 大 学
同 志 社 大 学
立 命 館 大 学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 国 際 大 学
近 畿 大 学
奈 良 大 学
川崎医療福祉大学
岡 山 理 科 大 学
広 島 文 教 大 学
安 田 女 子 大 学
九 州 女 子 大 学
久 留 米 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
日 本 経 済 大 学
福 岡 大 学
九州看護福祉大学
九州ルーテル学院大学
熊 本 学 園 大 学
熊本保健科学大学
崇 城 大 学
東 海 大 学
別 府 大 学
九州保健福祉大学
鹿 児 島 国 際 大 学
鹿児島純心女子大学
志 学 館 大 学
大　　学　　計

大分県立芸術文化短期大学
鹿児島県立女子短期大学
短　　大　　計
合　　　計

人 数
1
1
2
1
3
1
7
1
1
1
1
2
2
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
6
4
2
3
3
1
3
3
3
5
1
1
3
3
3
81
1
1
2
83

教 養 課 程
大　　　学

東 京 音 楽 大 学
中 部 大 学
人 間 環 境 大 学
九 州 産 業 大 学
久 留 米 大 学
西 南 女 学 院 大 学
福 岡 大 学
長 崎 国 際 大 学
熊 本 学 園 大 学
崇 城 大 学
尚 絅 大 学
平 成 音 楽 大 学
宮崎産業経営大学
鹿 児 島 国 際 大 学
志 学 館 大 学
第 一 工 業 大 学
大　　学　　計

鹿児島県立短期大学
鹿児島女子短期大学
鹿児島ホテル短期大学校
川内職業能力開発短期大学
短　　大　　計
合　　　計

人 数
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
2
1
1
19
1
1
1
1
4
23

普 通 課 程
大　　　学

日 本 大 学
芦 屋 大 学
至 誠 館 大 学
志 学 館 大 学
第 一 工 業 大 学
大　　学　　計

香 蘭 短 期 大 学
短　　大　　計
合　　　計

人 数
1
2
1
1
1
6
1
1
7

医療福祉科
大　　　学

熊本保健科学大学
大　　学　　計
合　　　計

人 数
1
1
1

令和２年度 国家試験･資格取得状況
国家試験等資格授授与・合格率等

看 護 師 国 家 試 験
准 看 護 師 試 験
介護福祉士国家試験
介護職員初任者研修
介護福祉士実務者研修

 96.3％
100.0％
 92.9％
100.0％
100.0％

資格区分 本校合格率
90.4％
未発表
71.0％
本校内規に
よる授与

専門課程
専門課程
医療福祉科
医療福祉科
医療福祉科

80名中77名合格
80名全員合格
14名中13名合格
14名全員合格
14名全員合格

全国合格率 学科課程･人数

学校説明会
日　時 地　区 場　　所 時　間 主担当

6月9日㈬ 薩摩川内 国際交流センター 18：00～ 20：00 野﨑
6月10日㈭ 水 俣 水俣市公民館 18：00～ 20：00 松永
6月12日㈯ 人 吉 東西コミュニティーセンター 18：00～ 20：00 松永・今村
6月12日㈯ 鹿 児 島 かごしま県民交流センター 18：30～ 20：30 沖
6月13日㈰ 鹿 児 島 鹿児島市民文化ホール 10：00～ 12：00 塚元
6月25日㈮ 沖 縄 沖縄産業支援センター 18：30～ 20：30 倉田
6月26日㈯ 沖 縄 パレットくもじシーサー広場 10：00～ 14：00 倉田
7月2日㈮ 長 島 長島開発総合センター 18：00～ 20：00 小城
7月10日㈯ 天 草 天草教育会館 9：30～ 12：00 小松
7月10日㈯ 天 草 牛深総合センター 14：00～ 16：00 小松
7月11日㈰ 八 代 桜十字ホールやつしろ 14：00～ 17：00 荒木淳
11月13日㈯ 長 島 長島開発総合センター 17：00～ 19：00 小城

中高連絡会
日　時 地　区 場　　所 時　間
6月4日㈮ 八 代 桜十字ホールやつしろ 14：00～ 17：00
6月8日㈫ 鹿 児 島 かごしま県民交流センター東棟３F「小研修室１」 14：00～ 16：00
6月9日㈬ 薩摩川内 国際交流センター 14：00～ 16：00
6月10日㈭ 水俣・芦北 水俣市公民館 14：00～ 16：00
6月11日㈮ 霧 島 サン・あもり 14：00～ 16：00



２０２１年（令和３年）６月１日 出 水 中 央 高 等 学 校 新 聞 （２）（第１５０号）

ＰＴＡ標語『道をはずさぬよう「導こう」「守ろう」みんな我が子』『輪になって　心をつなぐ　ＰＴＡ』

①
京
都
外
国
語
大
学
大
学
院

②�

居
合
道
、
妖
怪
（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
多
数
、

事
典
多
数
）
、
モ
デ
ル
ガ
ン
（
二
百
丁

以
上
）
プ
ラ
モ
デ
ル
、
六
十
年
代
ヒ
ー

ロ
ー
、Star�W

ars,�Star�Trek�

関
係
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
及
び
グ
ッ
ズ
、
Ｕ
Ｍ
Ａ
関
係
、

日
本
漫
画
の
英
語
版

③
嫌
い
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④�

テ
レ
ビ
を
見
ま
す
と
英
語
教
室
の
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
を
よ
く
見
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
世
の
中
に
出
て
も
必
要
に
な

る
可
能
性
の
高
い
英
語
で
す
が
、
ど
う

し
て
も
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
人
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
何
と
か

興
味
を
沸
く
よ
う
な
授
業
が
で
き
な
い

か
な
と
ず
っ
と
考
え
な
が
ら
教
え
て
き

ま
し
た
。
英
検
対
策
は
も
と
よ
り
、
時

事
ネ
タ
や
日
常
生
活
に
関
連
の
あ
る
表

現
、
で
も
入
試
に
出
そ
う
な
表
現
を
教

え
る
こ
と
で
何
と
か
英
語
に
興
味
が
わ

く
よ
う
な
教
え
方
が
で
き
る
先
生
に
な

り
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
英
語
は
単
な

る
道
具
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
英
語
を
通
し

て
世
界
を
通
し
た
も
の
の
見
方
が
で
き

る
、
そ
う
い
う
生
徒
も
育
て
ら
れ
る
先

生
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

①
鹿
児
島
大
学

②
よ
う
つ
べ
鑑
賞

③
柿
ピ
ー

（�

マ
イ
黄
金
比
率��

17
：
３�

）

④�

「
理
解
が
先
か
？
暗
記（
記
憶
）が
先

か
？
」
に
つ
い
て
は
、
未
だ
に
答
え
を

見
出
せ
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、
た
だ

一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
覚
え
て
お
か
な

け
れ
ば
テ
ス
ト
で
は
点
数
が
取
れ
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
、
え
ぐ
ど
ん
が

生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
覚
え
方
の
コ
ツ
を

「
愚
直
に
、
楽
し
く
、
オ
ヤ
ジ
ギ
ャ
グ

満
載
」
の
Ｇ
・
Ｔ
・
Ｏ
に
て
、
指
南
で

き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
私
の
こ

と
は
嫌
い
で
も
、
地
理
の
こ
と
は
嫌
い

に
な
ら
な
い
で
下
さ
い
！

①
山
口
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

　

数
理
科
学
専
攻　

②
旅
行
・
ド
ラ
イ
ブ

③
み
か
ん
・
ぶ
ど
う
等
く
だ
も
の
類

④�

数
学
は
、
一
つ
の
問
題
に
対
し
て
必
ず

一
つ
の
答
え
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
答

え
に
自
力
で
辿
り
着
け
た
と
き
の
達
成

感
に
、
数
学
の
楽
し
さ
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
楽
し
さ
を
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
共
有
で
き
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
つ
の
答
え
に
辿
り

着
く
た
め
に
様
々
な
解
法
が
あ
る
よ
う

に
、
一
つ
の
考
え
方
に
こ
だ
わ
ら
ず
多

様
な
考
え
方
が
で
き
る
よ
う
、
生
徒
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
切
磋
琢
磨
し
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
日
本
体
育
大
学

②�

旅
行
、
買
物
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
、
多
趣
味
で
す
。

③�

う
ど
ん
、
白
飯
、
小
籠
包
、
好
物
が
多

す
ぎ
て
。
差
し
入
れ
大
歓
迎
で
す
。

④�

接
遇
・
智
・
徳
・
體
を
高
め
な
が
ら
い

き
い
き
と
朗
ら
か
に
学
校
生
活
を
送
る

皆
さ
ん
の
姿
を
校
内
外
に
発
信
す
る
仕

事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
ね
！

①
阿
久
根
市
民
病
院
附
属
看
護
学
校

②
ス
ト
レ
ッ
チ
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ

③
ト
マ
ト
と
イ
チ
ゴ

④�

人
を
育
て
る
こ
と

は
自
分
を
磨
き
自

分
を
育
て
て
い
く

こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
粘
り
強
さ
を

も
っ
て
、
学
生
一

人
一
人
の
可
能
性

を
信
じ
、
学
生
に

希
望
を
も
た
ら
す

「
未
来
の
架
け

橋
」
と
な
る
よ
う

な
教
師
を
目
指
し

た
い
で
す
。

①
出
水
中
央
高
等
学
校

　

看
護
学
科
専
門
課
程

②
お
酒
を
飲
む
こ
と

③
エ
イ
ヒ
レ

④�

始
業
式
で
講
演
を
さ
れ
た
青
山
学
院
大

学
の
原
監
督
の
よ
う
な
、
ユ
ー
モ
ア
も

あ
り
つ
つ
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う

な
、
生
徒
に
寄
り
添
え
る
、
ま
た
生
徒

と
尊
重
し
あ
え
る
教
員
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
日
々
の
生
活
か
ら
学
校
行

事
ま
で
生
徒
の
皆
さ
ん
と
正
面
か
ら
向

き
合
い
、
一
緒
に
全
力
で
学
校
行
事
を

楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
！
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

第
三
女
子
寮 

寮
監

　
　
栗
山
　
健
一
郎 

さ
ん

①
宮
之
城
農
業
高
校

②
ゴ
ル
フ

③
竹
の
子

④�

学
生
が
勉
強
に
集
中
で
き
る
環
境
を
作

り
、
国
家
試
験
に
一
〇
〇
％
合
格
で
き

る
第
三
女
子
寮
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

第
三
女
子
寮 

寮
母

　
　
栗
山
　
美
幸 

さ
ん

①
国
分
中
央
高
等
学
校

　

（
旧
国
分
実
業
高
等
学
校
）

②
音
楽
鑑
賞

③
ラ
ー
メ
ン
、
パ
ス
タ

④�

学
生
さ
ん
が
気
楽
に
何
で
も
話
せ
る
雰

囲
気
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
三
年
度
もw

ith

コ
ロ

ナ
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
が
、
四
月
六
日（
火
）に
は
始

業
式
が
、
翌
七
日
に
は
第
五
十

五
回
入
学
式
、
看
護
学
科
専
門

課
程
第
四
十
二
回
入
学
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
始
業
式
に
は
ち
ょ
っ

と
し
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
日
、
青
山
学
院
大

学
の
原
晋
教
授
（
陸
上
競
技
部

監
督
）が
来
校
さ
れ
る
日
で
し

た
の
で
、
無
理
を
承
知
で
在
校

生
に
ご
講
話
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
快
く
お
引
き
受
け
下
さ
い

ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
、
原

先
生
の
突
然
の
登
場
に
生
徒
達

か
ら
は
、
驚
き
と
同
時
に
歓
声

が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。
原
先

生
の
実
話
に
基
づ
い
た
感
動
的

な
お
話
と
、
こ
れ
か
ら
の
高
校

生
活
を
ど
の
よ
う
に
考
え
行
動

す
べ
き
か
の
深
い
話
は
、
今
年

度
の
始
ま
り
に
ふ
さ
わ
し
い
す

ば
ら
し
い
内
容
で
し
た
。
良
い

年
度
の
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
今
年
度
も
規
模
を
縮

小
し
て
行
っ
た
入
学
式
に
つ
い

て
の
話
題
で
す
。
式
典
は
、
来

賓
の
ご
臨
席
の
な
い
中
、
ま
た
、

保
護
者
の
皆
様
は
教
室
で
リ
モ

ー
ト
中
継
を
視
聴
し
て
頂
く
中
、

本
科
生
二
三
七
名
、
専
門
課
程

生
五
十
二
名
の
あ
わ
せ
て
二
八

九
名
の
新
入
生
と
関
係
職
員
だ

け
が
出
席
し
て
本
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
辞
で
は
、

本
校
の
生
徒
と
し
て
の
自
信
と

誇
り
を
持
つ
こ
と
、
学
習
は
自

立
的
で
主
体
的
な
学
び
を
心
掛

け
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

に
自
分
を
ど
の
よ
う
に
役
立
て

て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
の
三

つ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
式
は

四
十
五
分
の
短
い
も
の
で
し
た

が
、
そ
の
後
保
護
者
と
担
任
の

面
談
の
時
間
を
利
用
し
て
、
新

入
生
は
体
育
館
に
残
り
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
に
参
加
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
生
徒
会
長
の
歓
迎
の

挨
拶
、
生
徒
会
役
員
に
よ
る
本

校
紹
介
に
続
き
、
吹
奏
楽
部
に

よ
る
歓
迎
演
奏
が
三
曲
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
の
試

み
で
し
た
が
、
新
入
生
の
皆
さ

ん
に
は
、
慣
れ
な
い
学
校
生
活

の
始
ま
り
に
、
少
し
だ
け
本
校

の
和
や
か
な
雰
囲
気
を
感
じ
取

る
一
時
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
年
度
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
山
上
博
樹
で
す
。

生
徒
の
学
校
生
活
を
よ
り
豊
か

な
も
の
に
す
る
た
め
の
環
境
作

り
、
出
水
中
央
高
校
の
更
な
る

発
展
の
為
に
、
微
力
な
が
ら
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
一
年
間
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
は
感
染
拡
大
が
続
き
、

今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
全
く
終

息
す
る
気
配
は
無
く
、
我
々
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続

け
て
お
り
ま
す
。
特
に
医
療
従

事
者
の
皆
様
方
は
感
染
リ
ス
ク

と
対
峙
す
る
緊
張
状
態
の
中
で

長
期
間
奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

方
々
も
同
様
に
大
変
な
ご
苦
労

が
あ
る
と
察
し
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
全

て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
出
水
中
央
高
校
の
木

山
校
長
は
じ
め
諸
先
生
方
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
対
応
、
新
た

に
導
入
さ
れ
た
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
対
応
、
各
種
国
家
試
験

対
応
、
進
路
指
導
や
部
活
動
指

導
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

制
限
が
あ
る
中
で
、
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
無
い
ご
苦
労

が
多
か
っ
た
と
察
し
ま
す
。
ご

尽
力
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
も
ご
承
知
の
通

り
、
昨
年
は
出
水
中
央
高
校
に

限
ら
ず
、
全
国
の
小
中
学
校
、

高
校
、
大
学
、
更
に
は
多
く
の

組
織
や
団
体
に
お
い
て
も
計
画

さ
れ
て
い
た
行
事
は
中
止
か
延

期
、
も
し
く
は
規
模
縮
小
さ
れ

て
の
開
催
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
が

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
人
々
の
中
に
身
を
置
き

切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
子
供
た

ち
は
成
長
し
て
い
く
も
の
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
発

生
以
来
、
子
供
た
ち
は
多
く
の

成
長
機
会
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
教
室
に

集
ま
り
皆
で
高
め
合
う
日
々
の

授
業
、
厳
し
さ
を
乗
り
越
え
て

夢
を
掴
む
部
活
動
、
皆
で
力
を

合
わ
せ
て
創
り
上
げ
る
文
化
祭

や
体
育
祭
、
見
識
を
広
げ
る
こ

と
が
出
来
る
修
学
旅
行
等
々
、

多
く
の
学
び
の
機
会
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
に
入
っ
て
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
感
染
拡

大
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
各
種
変
異
株
が
世
界

各
地
に
於
い
て
も
、
日
本
国
内

に
於
い
て
も
感
染
が
広
が
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
医
療
崩
壊
へ

の
緊
張
感
が
増
し
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
と
向
き
合
い
な
が

ら
生
活
す
る
厳
し
い
状
況
は
続

く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
子
供
た

ち
の
有
意
義
な
学
校
生
活
の
実

現
、
進
学
や
部
活
動
の
目
標
達

成
の
為
に
、
我
々
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

も
親
目
線
か
ら
の
様
々
な
意
見

や
提
案
を
学
校
側
に
行
い
、
生

徒
の
皆
さ
ん
が
前
向
き
に
頑
張

れ
る
環
境
作
り
の
一
助
と
な
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
行
動
自
粛
が
求
め
ら

れ
る
中
で
す
が
、
学
校
運
営
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
対
し
て
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

子
供
た
ち
が
将
来
を
悲
観
的
に

捉
え
、
各
々
の
夢
の
実
現
に
向

け
て
学
ぶ
こ
と
、
努
力
す
る
こ

と
を
諦
め
て
、
安
き
に
流
さ
れ

る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、
子
供

た
ち
の
変
化
に
目
を
配
り
、
心

の
声
を
受
け
止
め
、
し
っ
か
り

と
支
え
て
い
く
よ
う
、
我
々
保

護
者
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
頑
張

っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
ど
の
よ

う
な
状
況
で
あ
れ
、
生
徒
ひ
と

り
ひ
と
り
が
多
く
の
友
達
や
先

生
方
、
保
護
者
の
方
々
、
陰
で

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
地
域

の
方
々
や
後
援
会
の
方
々
と
の

交
流
の
中
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Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
山
上 

博
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様
就
任

永迫　康久 先生
（英語科）

桐原　竜祐 先生
（数学科）

池袋　玲子 先生
（募集企画担当）

尾崎小百合 先生
（看護学科）

木場　美咲 先生
（看護学科）

江口　裕輔 先生
（地理歴史公民科）

強化指定部の紹介吹奏楽部

　私たち吹奏楽部は，吹奏楽練習ホールでのと
ても恵まれた環境で毎日練習に励んでいます。
一昨年は，九州吹奏楽コンクールで金賞を受賞，
昨年度は新型コロナウイルスの影響によりコン
クール等は中止となりましたが，出水での演奏会
を開催し，その模様をオンライン配信により，多
くの方に視聴していただけました。
　今年度も開催予定の吹奏楽コンクール，演奏
会，その他にも各種行事でも演奏をいたします。
　吹奏楽を通してたくさんの方々と交流し，感動
的な音楽ができるように頑張っていきます。これ
からの吹奏楽部の応援をよろしくお願いします。

サッカー部

　今年度のサッカー部は18名の１年生を迎
えて、２年生30名、３年生15名の63名で活
動を始めることができました。人工芝サッ
カー場の最高の環境で未だ成し得ていない全
国大会出場を果たす為に、来るべき日に向け
て“勝つ準備”を日々積み重ねていきます。

駅　伝　部

　男女駅伝部は出水市陸上競技場を中心に活動
しています。
　陸上競技の究極の目標である「より速く！」を
どん欲に追求し、競技力の向上に熱心に取り組む
集団でありたいと思っております。『向上心』・
『探求心』・『感謝の心』を忘れずに全国高校駅
伝出場を目指します。
　東京オリンピックの女子マラソン代表、一山先
輩に続きたいと思っております。

野　球　部

　野球部は，城須智也監督のもと，甲子園出
場と人間力の向上を目標に日々鍛錬していま
す。屋内練習場をはじめ，環境の整った専用
球場で思う存分野球に打ち込み，「出水から
甲子園」を合言葉に甲子園初出場を叶えます。

入　学　式
　

四
月
七
日
（
水
）、
十
時
か
ら

令
和
三
年
度
の
入
学
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。
式
そ
の
も
の
は
、
簡

略
化
し
約
四
十
分
と
い
う
短
い
も

の
で
し
た
が
、
参
加
し
た
生
徒
の

皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
表
情
と
態
度

で
臨
み
、
入
学
し
た
意
義
を
十
分

に
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
し

た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
に
よ
り
参
加
さ
れ
た
新
入
生
や

保
護
者
の
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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